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１　はじめに

本火災は、耐火造地下１階地上４階建て病院

の１階検査室内に設置された、検査実施中の MRI

装置から出火した事例である。

２　火災の概要

⑴　出火日時　令和５年６月　15時25分頃

⑵　覚知日時　令和５年６月　15時41分

⑶　鎮火日時　令和５年６月　16時48分

⑷　火災種別　建物火災

⑸　気象状況　天候：曇り　気温：20℃　

相対湿度：64％　風向：南東

風速：４ｍ／ｓ

注意報・警報等：なし

⑹　損害状況　MRI 装置焼損

３　出火時の状況

⑴　発見状況

エックス線技師は、患者の MRI 検査を実施

するため、MRI 装置稼働中に操作室にて操作補

助をしていたところ、MRI 検査室内で突然「バ

ン」という音が鳴るとともに、パソコンが動か

なくなったことから、MRI 検査室内を確認した

ところ、MRI 装置前面から煙と炎が立ち上がる

のを発見したため、患者を避難させたものであ

る。

⑵　通報状況

病院職員は、１階廊下にいたところ、病院関

係者から119番通報を依頼され、病院の加入電

話で119番通報したものである。

⑶　初期消火状況

発見者及び通報者が協力して、プラスチック

容器に水道水をくみ、３、４回掛け、その後、

粉末消火器にて初期消火したものである。

４　消防隊の活動状況

現場到着時、建物外観上火災現象はなく、発見

者及び通報者により既に初期消火済みであったた

め、消防隊による放水は行われていない。

５　現場見分の状況

⑴　MRI 検査室及び MRI 装置の状況

焼けは MRI 装置に限られ、MRI 装置の前面

上部は、右側には薄くすすが付着、左側は濃く

すすが付着している。寝台前面は、右側で地色

を残し、中央付近から左側に向かうほど黒く変

色が認められる。また、MRI 装置内部、右側面

前側は薄くすすが付着、左側面はより濃くすす

が付着し、寝台際から上部に向かい黒く変色が

認められる。（写真１参照）

◇火災原因調査シリーズ（116）

MRI装置からの出火事例について

札幌市消防局予防部予防課火災調査係

－39－



消防防災の科学

⑵　MRI 装置内部及びカバー裏面の状況

MRI 装置前面のカバー裏面を見ると右側は、

おおよそ寝台の高さから黒く変色し、左側は下

端から広範囲により濃い黒色に変色しているの

が認められる。（写真２参照）

MRI 装置前面のカバーを取外した内部右側は、

薄くすすが付着しているのに対し、左側はより

濃くすすが付着し、黒く変色が認められる。

寝台下面前側は、右側にすすが付着している

のに対し、左側は黒い変色及び樹脂類等に一部

溶融が認められる。寝台下方は、右側の基板に

焼損は認められないが、端子台の下方を起点に、

扇状に金属部が黒く変色し、同範囲にかかる配

線被覆等の炭化が認められる。（写真３及び４

参照）

６　製品情報

⑴　概要

ア　製造会社　　　株式会社Ａ社製　MRI 装置

　　及び製品名　　　　

イ　製造国　　　　日本

ウ　製造年　　　　2020年

エ　使用期間　　　約３年１カ月

⑵　仕様

ア　定格電圧　　　三相交流400V　

イ　周波数　　　　50Hz ／60Hz　

ウ　消費電力　　　90kVA

エ　寸法　　　　　幅2,400mm　高さ2,320mm

　　　　　　　　　奥行き3,005mm

オ　重量　　　　　8,100kg

【写真１　MRI 装置の状況】

【写真２　カバー裏面の状況】

【写真４　寝台下方の状況】

【写真３　寝台下面前側の状況】

端子台 基板
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⑶　特徴

MRI 装置は非常に強力な磁力を持った巨大な

コイルが内蔵されており、撮影時には磁石の中

にある「傾斜磁場」と呼ばれる特殊なコイルに

電流を流して磁場を発生させることで撮影する。

⑷　仕組み

人体中どこでも分布している水素の原子核

の磁気を利用しており、MRI 装置に人が入ると、

強力な磁場の影響で、バラバラの向きであった

陽子が一斉に同じ方向を向き、向きが揃ったと

ころで検査開始となる。特定の周波数の電波を

体に照射すると、陽子の方向は横に傾き、照射

をやめると元の方向に戻る。向きの戻る時間

は、水、脂肪、がん細胞などの組織ごとによっ

て異なり、この戻る時間の差を画像化している。

（図１参照）

⑸　傾斜磁場

MRI 画像に位置情報を与える傾斜磁場を生成

するために、傾斜磁場電源から最大600A の電

流を出力し、傾斜磁場ケーブル（以下「ケー

ブル」という。）を経由し、傾斜磁場コイル端

子台（以下「端子台」という。）に接続される。

傾斜磁場コイルに電流が入力されることで、コ

イル内部に磁場が発生する。（図２参照）

⑹　傾斜磁場電源からの出力値

ア　最大電圧　　　交流1,925V

イ　最大電流　　　600A

ウ　最大電力　　　52kVA

※　出力は撮像条件によって大きく変動する。

７　鑑識見分（場所：病院及び札幌市消

防局地下２階鑑識室）

MRI 装置は、前面のみ焼損し、焼損の著しい前

面下部は、端子台下方を起点に扇状に黒く変色し

ていることから、以下端子台を子細に見分する。

端子台には、ケーブルが上下で接続されてい

る。端子台左に接続されている上方のケーブル

を「ケーブルＡ」下方を「ケーブルＢ」とし、右

側上方のケーブルを「ケーブルＣ」下方を「ケー

ブルＤ」とする。また、ケーブルを固定している

ブロック３つを上から「上部ケーブル固定ブロッ

ク」、「中央ケーブル固定ブロック」、「下部ケーブ

ル固定ブロック」として見分する。（図３参照）

【図１　MRI 検査時の陽子のイメージ図（平成横浜病院ＨＰ引用）】

【図２　傾斜磁場電源から傾斜磁場コイル各端子台へ

の接続図（株式会社Ａ社から提供）】
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⑴　MRI 装置前面下方

金属フレーム内の配線は、左端の一部で被覆

が溶融し、素線が露出しているが、断線及び溶

融痕は認められない。（写真５及び６参照）

⑵　ケーブル周囲

ア　ケーブルＡ、右上前方の LED 用配線の被

覆及び４本の配線を結合するカプラーが焼失、

２本の端子が離脱しているが、配線に断線及

び溶融痕は認められない。また、同配線は左

側に向かうほど残存して認められる。（写真

７参照）

イ　上部及び中央ケーブル固定ブロックのいず

れも右側は一部残存しているのに対し、左側

はほぼ焼失しているのが認められる。また、

下方の端子台固定板の右側は一部地色を残し

ているのに対し、左側は全て黒く変色してい

るのが認められる。さらに、上部ケーブル固

定ブロックを保護するケーブルカバーの上部

は一部残存しているのに対して、下部は焼失

しているのが認められる。（写真８及び９参照）

【図３　端子台の接続図（株式会社Ａ社から提供）】

 

端子台左 

端子台右 

上部ケーブル

固定ブロック 

中央ケーブル

固定ブロック 

下部ケーブル

固定ブロック 

ケーブルＣ 

ケーブルＡ 

ケーブルＤ 
ケーブルＢ 

【写真５　金属フレーム周囲の状況】

【写真６　配線の状況】

【写真７　端子台周囲の状況】

配線 

ＬＥＤ配線

ケーブルＡ ケーブルＣ

【写真８　端子台周囲の状況】

ケーブルカバー 端子台固定板 

上部ケーブル
固定ブロック

中央ケーブル
固定ブロック
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ウ　端子台固定部各ボルトの規定トルク値は

10N であり、ケーブルの各ボルトは規定トル

クで締め付けられている。（写真10及び11参照）

エ　端子台左及び端子台右とケーブルＡ及び

ケーブルＣを接続している２本のボルトをそ

れぞれ離脱して接続部を確認したところ、そ

れぞれの接触部に荒れは認められない。端子

台左はボルトにより固定されているのに対し、

端子台右は固定箇所にボルトは確認できず、

固定されていない状態である。（写真12及び

13参照）

オ　ケーブルＢは被覆の溶融にとどまっている

のに対し、ケーブルＤは、圧着端子部下端か

ら断線しており、圧着端子及びケーブルの左

【写真９　端子台周囲の状況】

中央ケー

ブル固定

ブロック
端子台固定板

【写真10　端子台ボルトの状況】

【写真11　ボルトのトルク値状況】

【写真12　ケーブルの状況】

【写真13　端子台周囲の状況】

ケーブルＡ ケーブルＣ

端子台左 端子台右

ケーブルＢ

端子台右

固定箇所端子台左

固定箇所

ケーブルＤ

【写真14　ケーブルＤの状況】

えぐれ部分 
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側上部がえぐれるように焼失しているのが認

められる。また、下部ケーブル固定ブロック

より下方は、一部溶融物が付着しているもの

の、焼けは認められない。（写真13～15参照）

カ　端子台右を取外したところ、端子台裏面及

び端子台が取り付けられていた箇所は、地色

を残しているのが認められる。（写真16参照）

⑶　端子台固定板

ア　端子台固定板は、大きさの異なる２枚の

ベークライト板を重ねることによって構成さ

れており、表側の板を「固定板１」、裏側の

板を「固定板２」とする。（写真17～19参照）

イ　端子台固定板を取り外して確認すると、固

定板１は、下部ケーブル固定ブロック左側上

端を起点として右側上部に向かい半扇状に溶

融し黒く変色しているのが認められる。固定

板２裏面は左端が炭化し、下端では一部欠損、

アルミプレートも左端が黒く変色しているの

が認められる。中央から右側にはアルミプ
【写真15　下部ケーブル固定ブロック下方の状況】

【写真16　端子台周囲の状況】

下部ケーブル固定ブロック

端子台右裏面

【写真17　端子台固定板の状況】

【写真18　端子台固定板表面の状況】 【写真19　端子台固定板裏面の状況】

端子台固定板

固定板１ 

アルミプレート 

固定板２ 
固定板２ 
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レートは認められない。（写真21及び22参照）

ウ　固定板２表面は、右端及び端子台右取り付

け位置が地色を残しているが、左側に向かう

ほど炭化している。固定板２裏面はアルミプ

レートを取り外すと、中央やや左側から左端

に向かい黒く変色し、下側で炭化、下端で一

部欠損しているのが認められる。（写真20及

び21参照）

⑷　ケーブル

ア　ケーブルＢ

圧着端子接触部表面及び裏面に荒れは認め

られない。（写真22及び23参照）

圧着端子下方の素線に断線及び溶融痕は認

められない。（写真24参照）

イ　ケーブルＤ

圧着端子接触部表面及び裏面に荒れは認め

られない。右側面下部はさびの付着にとど

まっているのに対し、左側面下部は、えぐれ

たように欠損しているのが認められる。（写

真25～28参照）

圧着端子内部は素線が詰まった状態で断線

し、先端に複数の溶融痕が認められるととも

に、圧着端子の欠損部にも溶融痕が認められる。

また、圧着端子周囲の合成樹脂には、銅粒

が認められる。（写真29～30参照）

【写真20　固定板２表面の状況】

【写真21　固定板２裏面の状況】

【写真23　裏面の状況】

【写真22　表面の状況】

接触部 

接触部 

【写真24　素線の状況】
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ケーブルＤの左上部は圧着端子を含めてえ

ぐれるように溶融及び焼失している。また、

半数以上の素線の先端には溶融痕が複数認め

られる。（写真31及び32参照）

【写真25　表面の状況】

【写真26　裏面の状況】

【写真27　右側面の状況】

【写真28　左側面の状況】

欠損箇所 

【写真29　周囲の樹脂の状況】

【写真30　写真29丸印の拡大状況】

【写真31　ケーブルＤ素線の状況】
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８　考察

鑑識見分から、上部及び中央のケーブル固定ブ

ロックは左側が強く焼損し、端子台固定板は左下

から燃え広がった様相である。また、下部ケーブ

ル固定ブロックから下に焼損はなく、同ブロック

左側上部を起点として半扇状に上方に燃え広がっ

た様相である。よって、出火箇所は MRI 装置前

面下部ケーブル固定ブロック左側上部とする。

出火箇所と判定した MRI 装置前面下部ケーブ

ル固定ブロック左側上部で火源となり得るケーブ

ルについて、以下、考察する。

⑴　接触不良について

ケーブル圧着端子を端子台に接続する各ボル

トは規定トルクで締め付けられている。また、

各端子台とケーブル圧着端子との接点に荒れは

認められない。

これらのことから、ケーブル圧着端子と端子

台の接触不良による出火は考えられない。

⑵　半断線による異常発熱について

下部ケーブル固定ブロックの左側を通るケー

ブルＢは、被覆の溶融にとどまっているのに対

し、ケーブルＤは断線している。ケーブルＤの

断線に至ったタイミングが、出火後であったと

すれば、出火前に半断線により異常発熱して出

火に起因した可能性が考えられる。しかし、仮

にケーブルＤの半断線部分から出火したと仮定

すると、下部ケーブル固定ブロック左側上部を

起点として半扇状に上方に燃え広がった焼損状

況と矛盾が生じる。

よって、ケーブルＤが半断線したことでより線

の断面積が減少し、残存している素線の箇所で

の過熱によって被覆等に着火し出火した可能性

は低い。

⑶　断線によるアーク放電について

ア　ケーブルＤは、圧着端子を含めてえぐれる

ように左半分が欠損し断線しており、圧着端

子先端の断線部には、複数の溶融痕が認めら

れることから、同極間のアーク放電が発生し

たと考えられる。

イ　端子台左は、固定板２にアルミプレートと

ボルトにより固定されているのに対し、端子

台右は固定箇所にアルミプレートが認められ

ず、ボルトにより固定されていない。　

ウ　製品情報のとおり、ケーブルには最大

600A の大電流が流れること。また、端子台

付近は、傾斜磁場コイルによる強力な磁界が

発生していると考えられる。

エ　製造会社である株式会社Ａ社からの報告書

によると、端子台を固定するためのボルト及

びアルミプレートが取り付けられていないこ

とから、強力な磁界によるローレンツ力が及

ぼす配線への加振によって正常状態に比べて

数倍の応力が発生することが確認されている。

（図４及び図５参照）

【写真32　ケーブルＤ素線の状況】

【図４　応力の着目部（株式会社Ａ社から提供）】
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９　結論

以上のことから本火災の出火原因は、本来取り

付けられているはずの端子台右裏側のアルミプ

レートが、何らかの理由により取り付けられてい

ないことから、端子台が浮いたような状態となり、

装置稼働による磁場の影響で、ケーブルＤの圧着

端子下方付近に振動による負荷がかかることによ

り断線し、断線した素線同士が再接触することで

アーク放電が起こり、その際の火花が下部ケーブ

ル固定ブロックのケーブル左下側に飛散して燃え

広がり火災化したものと判定する。

10　再発防止対策について

札幌市内に同型の MRI 装置はもう１台あり、

異常はなかった。さらに、メーカーにより当該事

故に関する通知を実施し、同型装置の点検を行い、

全装置で異常がないことを確認している。また、

延焼リスクの高い部品を難燃部品へ変更予定であ

り、現場施工時の固定ボルト締結に関して、作業

者への指導を実施したとのことである。

11　おわりに

本事案は、病院の検査中に発生した火災であり、

発見、通報及び初期消火が速やかに行われ、延焼

拡大及び負傷者の発生を防ぐことができた事案で

あるが、検査中ということもあり、重大な事故に

つながる可能性もあった事案である。病院及び製

造会社Ａ社と協力し、原因を究明したことで、ス

ムーズに再発防止対策を講じることができた。

今後も多様化する火災の原因を究明していくこ

とで、当局の更なる火災調査技術の向上及び火災

予防に努めたい。

【図５　応力対照図（株式会社Ａ社から提供）】

【図６　アーク放電のイメージ図（株式会社Ａ社から提供）】

※ケーブルＤを復元した状態 
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